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フェムト秒（fs）レーザパルスが誘起する 2 光子吸収特性を利用した金属微細パターンの大気

中直接描画技術が注目されている[1]．我々もまたこれまでにグリオキシル酸（GA）金属錯体を利

用し，フェムト秒レーザパルス誘起熱還元による Cu や Niの大気中描画に取り組んできた[2-4]．

しかしながら，Cu-Ni合金析出を確認したものの，熱電特性など特性評価は行えていない．本研究

では GA 金属錯体のグリーン fs レーザ還元を利用して，Cu-Ni 微細パターンを作製し，GACu/Ni

錯体のレーザ描画特性と，熱電特性をそれぞれ評価した． 

GACu/Ni 錯体溶液は，出発剤にギ酸銅とギ酸ニッケルを使用してそれぞれ調製し，その後混合

した[2]．高いゼーベック係数を示す Cu60Ni40となるよう，Cuと Niの混合比は 60:40(at%)とした．

調製後の溶液をガラス基板上へスピンコートし，加熱乾燥させて薄膜形成した．その後，グリー

ン fsレーザパルスを用いて大気中でパターニングを行い，最後に未照射部の溶液を除去した．レー

ザ波長，パルス幅，繰返し周波数は，それぞれ 515 nm，100 fs，40 MHzとした．fsレーザパルス

は開口数 0.45の対物レンズを用いて集光し，サンプルを走査させてパターンを形成した． 

調製した GACu/Ni錯体薄膜は fsレーザ波長 515 nmで吸収が小さく，その半波長以下において

吸収が大きいことが明らかになった．この結果から 2 光子吸収による還元描画が期待できる．走

査速度 10 mm/s で描画した Cu-Ni 微細パターンの光学顕微鏡画像を Figure 1 に示す．描画したパ

ターンに光沢があることを確認した．Figure 2に作製された微細パターンの XRDスペクトルを示

す．調製した GACu/Ni 錯体溶液を原料として描画したパターンの XRD スペクトルは，Cu と Ni

の回折ピークの中間にピークを示した．この結果は熱還元により Cu-Ni 合金が析出したことを示

唆している．Cu-Ni微細パターンのゼーベック係数は-26.4 − -27.8 μV/K を示し，Cu-Ni合金と同様

の n 型の熱電特性を確認した．当日は，Cu/Cu-Ni熱電対試作結果についても報告する． 
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Fig.1 Optical microscope image of fabricated 

Cu-Ni micropatterns at scan speed of 10 mm/s. 

Fig. 2 XRD spectra of micropatterns fabricated 

at scan speed of 10 mm/s. 
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